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高齢者のオンライン言語行動：

日本語日記ブログにおける役割語

西 村 由 起 子

要 旨

高齢化が急速に進行する現代日本社会において多数の高齢者がブログを執筆し，自己を語っ
ている。近年成果をあげている役割語研究だが，ブログに関しては分析が行われていない。本
稿は，役割語がフィクションのみならず日記ブログ分析にも有用であることを示し，ブログに
おける高齢者の言語行動を役割語の視点から若者世代との対比において解明することを目的
とする。調査の結果，役割語分析の1つの鍵となる一人称代名詞に関して高齢ブロガーは，文
字種も含めより多くの種類の一人称代名詞を使用していることが判明した。役割語は日記ブ
ログにおいて，多様なブロガーのアイデンティティ構築と解釈を可能にする言語資源である
ことが明らかにされた。本稿は役割語研究をブログ分析に拡大することで役割語研究に異な
る光を当て，高齢化社会を視野に置いた日本語におけるニューメディア社会言語学研究の一
端をなすものである。

Ⅰ．はじめに

金水（2003）により提唱された役割語は，主に小説，マンガ，アニメ，映画等のポピュラーカルチ

ャーを通じ普及している様々な言語資料を対象に研究が進められ，金水（編）（2007，2011，2016）に

おいてその発展成果が報告されている。これまでの役割語研究ではブログに関しては可能性は言及さ

れていたものの，断片的記述にとどまっていた。本稿では，特に個人が執筆する日記ジャンルのブロ

グにおいてどのように役割語が出現するかを明らかにし，ブログ著者が書き手自身やブログ内登場人

物を提示・表現する際に，言語資源としての役割語がこの提示にどのように貢献しているかを探るこ

とを第1の目的とする。

また『平成28年版高齢社会白書』に記されているように，今日の日本社会では急速に高齢化が進行

しつつあり，2060年には，65歳以上の高齢者が日本の総人口の約40％を占めると予想されている（内

閣府 2016）。同時にインターネット利用は社会の各世代に普及し，高齢者による利用率の増加はめざ

ましく「60代と70代では平成25年末よりも利用率が増加している。」（『平成27年版情報通信白書』総

務省 2015）。長尾（2000）の報告にあるように，意志とネットワーク環境を持つ者は情報発信が可能

となり，高齢者の活発なインターネット利用がうかがえる。日本人高齢者の言語行動については

Matsumoto（2011）の行った高齢女性による会話の研究はあるが，若者の言語行動研究に比べれば遙

かに少なく，社会言語学においてはCoupland（2004：83）が言うように，高齢者に焦点を当てること

は喫緊の課題である。Matsumoto（2011）の行った対面言語行動の分析をコンピュータコミュニケー
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ションに拡張し，高齢者がどのように自己や身辺を語り，自己実現の一部となっているかブログを通

して垣間見ることは高齢化社会の理解にもつながり意義深い。本稿の第⚒の目的は，この観点からブ

ログにおける高齢者の言語行動を若者との対比において明らかにすることである。

本稿の構成は以下である。次節では役割語の定義，種類を述べ，役割語の先行研究では小説などの

フィクションにみられる言語現象が扱われてきたことを示す。⚓節では，本稿であつかうブログの性

格を説明する。特に日記ジャンルのブログを扱うため，日記の伝統を踏まえ，今日電子媒体で書かれ

るブログが，印刷媒体で読者に提供されるフィクションとの相違点を明らかにする。⚔節では，ブロ

グデータの収集・分析方法を記す。役割語の特徴が多く出現するのは，⚑人称代名詞と文末表現であ

る。前者は，日記ブログが書き手自身について書かれることが多く，“blogs are generally written in

the first person”（Rettberg 2014：34）であるため，⚑人称代名詞について，漢字，ひらがな，カタカ

ナを使い分ける日本語文字表記の多様性から，一人称代名詞に用いられる文字種も合わせて量的に調

査する。後者には終助詞と助動詞が含まれるが，本稿では紙数の制約のため，割愛する。⚕節では，

⚔節の結果をうけ，異なる年代，性別の書き手によるブログテキストから具体的に役割語の出現を示

す。そこでは一人称代名詞における文字種の選択がブロガー・登場人物の描写とどのように関連があ

るか，読者にとって役割語の使用が描かれている登場人物理解にどのような効果があるか，書き手は

どのようなモティベーションから役割語を使用すると考えられるのか，等を探る。⚖節では，役割語

という分析枠組みを用い，社会言語学では若年層と比較して研究の蓄積の少ない高齢者が，オンライ

ン環境を活用しどのように自己表現しているか，役割語使用の背後にある価値観や考え方についても

考察する。終章では本稿を締めくくり，今後の研究方向も探る。本稿はブログ分析を役割語研究に追

加することで役割語研究の幅を広げ，高齢化社会を視野に置いた日本語におけるニューメディア社会

言語学研究の一端をなすものである。

Ⅱ．役割語とは

金水（2003）は，役割語を以下ように定義している。

ある特定の言葉づかい（語彙・語法・言い回し・イントネーション等）を聞くと特定の人物像（年

齢，性別，職業，階層，時代，容姿・風貌，性格等）を思い浮かべることができるとき，あるいは

ある特定の人物像を提示されると，その人物がいかにも使用しそうな言葉づかいを思い浮かべるこ

とができるとき，その言葉づかいを「役割語」と呼ぶ。（金水 2003：205）

たとえば，

⑴ そうじゃ，わしが知っておる （金水 2003：v）

を聞くと，この表現を言いそうな人物として，老人，老博士を思い浮かべることができる。このよう
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にある特定のキャラクタと結びついた特徴ある言葉づかいを役割語という。「このような表現が実際

に使われるか」，よりも，「このような表現からある特定の人物を思い浮かべる事が出来る」という点

が重要である。この例のような表現が日本語話者にとって共有出来るということは，テレビ，アニメ，

マンガ，ドラマ，映画などのポピュラーカルチャーが多大に寄与している，とし，このような言語ス

テレオタイプを日本語話者は多かれ少なかれ，ポピュラーカルチャーとの接触度合いに応じて，社会

の中で共有している，と役割語研究者は主張する。

役割語の分類として，金水（編）（2014：ⅷ-）では大きい分類から細分化しており，「性差」，「年

齢・世代」，「職業・階層」，「地域」，「時代」，「人間以外」の大分類を挙げ，＜奥様ことば＞，＜幼児

語＞，＜老人語＞，＜軍隊語＞などが下位区分⑴に含まれている。

役割語はこれまでどのように研究されてきたのか。金水（編）（2007，2011，2016）によるこれら3

点の論文集において，紹介された大学卒業論文の研究⚘編も含めると50編近くに上り，その拡大と深

化が伺える。扱われた役割語の種類も多岐にわたり，＜お嬢様言葉＞＜幼児語＞＜アルヨ言葉＞＜軍

隊語＞等がある。⚑つの研究論文で複数種の第一次言語資料を扱っている場合もあるが，翻訳書も含

め小説を分析対象としている研究が最も多く，次にマンガ，教科書，映像メディアのテロップ，TVド

ラマ，ニュースやインタビュー記事，国内・海外映画，歌謡曲歌詞等，多岐にわたる。そのような言

語資料を対象に，日本語は当然としても，日本語以外で､黒人英語，タイ語，韓国語，ドイツ語におい

ても役割語研究が行われている。分析対象の一次資料は印刷・映像メディアが大多数をしめており，

インターネットからの言語資料は断片的な採取にとどまっている。1件はタイ語における人称代名詞

に関する研究で，電子掲示板に投稿された例文が1例示されている（伊藤 2016：112）。岡崎・南（2011：

208）は，成人間またはペットに対して使用される＜幼児語＞を＜甘え語＞とし，その使用例を女性タ

レントのブログから挙げている。⚒チャンネル掲示板からの例は，定延（2011：23）が新しい品詞の

出現として挙げ，山口（2011：39）は，ネットにおける他人キャラの導入例として使用している。役

割語研究を英語圏に紹介しているTeshigawara & Kinsui（2011：39）は役割語研究にとって“weblogs

are goldmines”と述べているのにも拘わらず，ブログにおける役割語を正面から分析にした研究は，

役割語をBakhtin（1981）の述べるスタイライゼイションの観点から分析を行ったNishimura（2017）

以外は，これまでの所みられない。ここに本稿でブログの書き手の人物描写や読み手の解釈に焦点を

あてたブログ分析を扱う理由がある。

Ⅲ．ブログとは

ブログとは“frequently updated websites where content（text, pictures, sound files, etc.）is posted

on a regular basis and displayed in reverse chronological order”（Schmidt 2007）と定義される。ブロ

グの始まりは，自分が気になったニュースやサイトなどのURLを寸評つきで紹介した英語のウェブ

サイトとされるが，その後，ブログ用のツールが出現し本格的な拡大が始まった（Wikipedia 2017）。

『ブログの実態に関する調査研究』（総務省2009）によると，テーマを「日記」とするブログが最も多

く23.5%を占めている。その後には，「エンターテインメント」（19.9%），「趣味」（12.3%）が続く。
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日記には，平安時代より日本では長い伝統がある。著名な文人による日記でなくても，キーン（1985：

5）は日記内の「日記作者の声」に惹かれ，日記から日本人を知り，日本人について語っている。イン

ターネット時代の市井の人々による日記にも書き手の声が流れていると考えられ，キーンが読む事の

出来た日記とは比較出来ないほど大量の日記が今日インターネット上にはあり，このことが，もはや

若者だけのものではないインターネット上の日記ブログを検討する理由にもなっている。

役割語の概念をブログ分析に適用するにあたり，役割語によるアプローチがフィクションの分析で

有効であることから，日記ブログと小説などのフィクションとはどのように異なるのかを考える必要

がある。その二者の違いは，作品の長さ，プロットや構成など，大局的な面では違いはあるが，微視

的に見た場合，書き手が自分の書く文書を「ブログ」として読者に提示するか「小説」として提示す

るか，に依存する面が大きい，と筆者は考える。筆者の調査したケータイ小説には，ブログから生ま

れた作品も見られ（西村 2012），書き言葉，インターネット上のことばを分析した調査では，電子媒

体のブログと紙媒体の小説の間には品詞分布などに見られる言語特徴には大差ないことが明らかにさ

れている（Nishimura 2013）。

日記の中のフィクション性について，キーン（1985）は「いわゆる本当の日記にも，作り事 （フィ

クション）が含まれていないとは限らない」（10），として，以下の様に述べている。

文才のある人には，その日の出来事を友達に語る時さえ，真実を曲げてでも面白く語りたい，とい

う欲望をおさえるのはむずかしい。…ところが現実の人生は，文人が希望するほど旨味をもって動

くとはかぎらない。だから彼は残念ながら実際には起こらなかつた事件を本当に起こったかのよう

に書くことがありうるのだ。しかしそうした記述は真実性には欠けるとしても，それが作者の想像

力から発し，彼自身の言葉によって表現されている以上，彼にとってはやはり真実の声だと言える

かもしれない。…そして嘘も十分彼の日常生活の大亊な一部となりうるのである。（キーン 1985：

10-11）

ブロガーの文才の有無は別としても，キーンの述べていることは，「人々の肉声」（キーン 1985：14）

が記されているという点で，ブログ日記についても該当すると言えよう。

Ⅳ．ブログデータの収集・分析方法

本稿において分析対象とするブログデータは，2004年に設立され，140万人以上のブロガーが参加

している日本ブログ村＜http ://www.blogmura.com/＞より収集している。日本ブログ村村長による

と，時間の経過とともに高齢者の利用割合も増加している（筆者によるメール問合わせ（2015)⑵。こ

こにはブロガー個人が，たとえばYahoo BlogやHatena Blogなどにある自分のブログをこのポータ

ルサイトにリンクすることができる。このポータルサイトは，11の主要カテゴリから成り，さらに

120以上のサブカテゴリに分かれ，興味，関心を共有する他のブログを見出す機会や，他のブロガーと

の交流スペースを提供している。「日記」は11の主要カテゴリの⚑つで，書き手の年齢，性別，ブログ
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トピック等に基づいて更に細分化されている。

本稿でこのサイトを選んだのは，書き手の年齢，性別，に加え，利用者の投票による人気ランキン

グを有するサブカテゴリシステムのおかげで，男女別で異なる世代の著者によるブログを体系的に収

集することが可能となるからである。「日記」カテゴリの中でも，おおむね60歳以上の「シニア男性」

と「シニア女性」の日記サブカテゴリから，「シニア男性」に参加した173人の男性のうち，人気投票

で50位までのブログと，「シニア女性」に参加した233人ブロガーうち，やはりランキングで50位ま

でのブログを対象とした。若年層のブログでは，「その他の日記」サブカテゴリのうち，20代男性，30

代男性の合計397人から，上位25サイトずつ計50サイトのブログを対象とし，女性も同様に，20代女

性，30代女性のサブカテゴリ合計569サイトのうち20代・30代で上位25サイトずつ，計50のブログ

サイトをそれぞれ対象とした。 4つのブログ執筆者グループは各50人のブロガーから成り，合計200

サイトのブログを分析対象とした。この数の設定は，コーパスサイズの管理上の理由による。

それぞれの対象ブログから，2012年春に20日分のブログ記事が収集された。記事の長さは1日あた

り数語から数百語にも及び，ブロガーにより大きく異なっていた。ブログ更新の頻度も個人差があり，

頻度の低いブロガーの場合，2011年にさかのぼることも起こった。ブログ開始からそれほど時間を経

ていないため，ブログ記事が20日を下回る場合は，ランキングでその次にランクされたブログを採用

した。ブログテキスト収集基準として文字数ではなく投稿日数を設定したが，これは時間の幅をもっ

て，同一ブロガーの「声」を聴く機会を多く取りたい，との理由による。ブロガープロファイルやブ

ログ内容から判断される限り，活動の場所は様々で，話題も多岐にわたり家庭生活，家族，趣味，旅

行などについてであった。本稿におけるブログ分析では，書き手によるブログテキストのみに焦点を

当て，ブログ読者によるコメントやフィードバックは含まない。広告や日本ブログ村からのメッセー

ジ文も，ブロガーによるテキストではないため，除外している。写真やそのキャプションは，関連が

ある際には言及はするが，基本的に非言語要素は分析には含めていない。

分析方法として，日記ブログは書き手自身について書かれることが多いため，調査項目は日本語に

おける多様な一人称代名詞⑶のうちどのような語彙が用いられているか，である。その際，漢字，ひら

がな，カタカナを使い分ける日本語文字表記の多様性から，一人称代名詞に用いられる文字種も合わ

せて量的に調査する。

これらの計量分析のために，日本語コーパスツールである「MeCab」（Version 0.97，2008），ユーザ

ーインターフェースの「茶まめ」（Version1.71，2009），及び形態素解析システム用の日本語辞書

Unidic（Version 1.3.12，2009）を使用した。MeCabは京都大学情報学研究科とNTTコミュニケーシ

ョン科学基礎研究所 共同研究ユニットプロジェクトを通じて開発されたオープンソース 形態素解析

エンジンで，Unidic・茶まめは国立国語研究所により開発されたものである。本稿では性別・世代の違

いを明らかにするために，⚑人称代名詞を使用したブロガー数を示し，⚑人称代名詞については文字

種も合わせて提示する。
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Ⅴ．結 果

下の表⚑では性別年代別ブログ利用者がどの一人称代名詞をどの文字を使って使用したか，が示さ

れている。

20 高齢者のオンライン言語行動: 日本語日記ブログにおける役割語

一人称代名詞 文字種 シニア女性
ïN=50)

シニア男性
ïN=50)

ジュニア女性
ïN=50)

ジュニア男性
ïN=50)

1 私 漢字 42 42 45 22

2 わたし ひらがな 14 4 4 5

3 ワタシ カタカナ 3 2 1 1

4 わたくし ひらがな 4 1 1 1

5 ワタクシ カタカナ 1 1

6 あたし ひらがな 3 1  3 3

7 わたち** ひらがな 1

8 わし ひらがな 4 1

9 僕 漢字 6 3 5 22

10 ボク カタカナ 4 2 4

11 ぼく ひらがな 3 1 3

12 俺 漢字 5 9 3 22

13 オレ カタカナ 2 3 2 11

14 おれ ひらがな 2 1 3

15 おら ひらがな 2 1

16 オイラ カタカナ 1

17 おいら ひらがな 3

18 それがし ひらがな 1

19 我々 漢字 3 9 1 6

20 われわれ ひらがな 5

21 我 漢字 6 6 4

22 われ ひらがな 1 4

23 吾輩 漢字 2 3

24 我輩 漢字 1

表⚑： 文字種別一人称代名詞の使用者数*

*グレーのセルは他者を引用している場合である。**「わたち」については，第6節において論じる。
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表⚑から，柴田・山田（編）（2002）の示すとおり，「私」がどのグループでもほぼまんべんなく使用

されていることが分かる。⚑から⚘までの「わたし」系列，⚙，10，11の「僕」系列，12から17の「俺」

系列はそれぞれの語彙の持つ言語ステレオタイプと一致した使用分布となっていると言える。また，

全体にわたりシニアブロガーの方が，若手のブロガーより使用している⚑人称代名詞の種類が多く，

人生経験の差，といえるかも知れない。シニア男性が「僕」より「俺」を使用する傾向があるのは，

ブログがインフォーマルなコミュニケーションであることに加え，「しもべ」という漢字の原義の連想

から，男性性や強さを暗に伝えることのできる⚑人称代名詞を選んでいる､と考えることも可能であ

ろう。さらに，漢字「私」では読み方が特定できないため，読み方を指定したい場合，仮名を用いる

が，他の語彙に関しても，ひらがな，カタカナでは，その文字種が引き起こす連想が異なっており，

「女手」と呼ばれるひらがなは，漢字，カタカナに比べて男性には避けられる傾向があるといえる。

役割語が言語ステレオタイプであるとすると，Smith & Schmidt（1996）も分析しているが，ひらがな

がその成立から女性的なイメージや，平易であることから子どもでも読める､との点で幼さを暗示し，

一方，カタカナが西洋からの外来語表記に使用されてきたことから近代的なイメージを与えうるし，

漢字はフォーマルであることや学識も連想させる。作家が作品中の，「めがね」をかけた人物描写の際，

「眼鏡」，「めがね」，「メガネ」のどれを選ぶかにより読み手の印象が異なってくることを述べた作家

がいた。対面コミュニケーションと異なり，空間を共有しないブログでは書き手の利用できる言語資

源が限られているため，自分自身やブログの登場人物を描く際，文字種から想起されるステレオタイ

プ的連想も活用している可能性が高い。役割語研究において，文字種が議論されたのは，「表記上の工

夫」として＜幼児語＞の文脈だけであったが（岡崎・南 2011：205-206），語彙の選択とは異なる領域

で，少なくとも書き言葉では，ステレオタイプ的解釈の一部をなしている，という点で，注意が払わ

れても良い部分ではないかと考える。

Ⅵ．ブログにみられる役割語

本節では異なる年代，性別の書き手によるブログテキストから具体的に役割語の出現をみるが，そ

の前段階として，ブログというプラットフォームでコミュニケーションがどのように行われているか

を考えておく必要がある。山口（2007：22）はフィクションにおける⚒つのコミュニケーションチャ

ネルという視点を提示した。山口（2007：22）によると，この二つの伝達回路とは，微視的伝達と巨

視的伝達と呼ばれ，前者は「物語の世界内で登場人物同士がやり取りをする伝達」を指し，後者は「作

家から観客へ向けられたコミュニケーション」のことである。この考え方はブログを考える上にも有

効で，ブログに応用することは，ブロガーと読者，ブログ内登場人物同士の関わりを読み解く上で適

切な枠組みを提供することとなる。以下では，これらの⚒つのレベルのコミュニケーションが役割語

を用いてどのように行われているか，実際のブログテキストの分析により探ってゆく。

具体的には，高齢者グループからの役割語の使用⚓例，若手グループから⚒例をこのセクションで

検討する。ここでは，⚑人称代名詞，文末形，文字種の選択だけでなく，他の言語形式にどのような

役割語の特徴がみられ，それらがどのようにブロガー自身や登場人物の描写・提示に寄与するか，読
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者にとって役割語の使用がブロガーや描かれている人物理解にどのような効果があるか，書き手は読

者にどのように理解してもらいたいために役割語を使用するのか，等を質的に分析する。

Ⅵ.1．＜幼児語＞

まず，自分の犬に＜幼児語＞をしゃべらせている，シニア女性のブログからの例を示す。児童言語

発達研究において，例えば，大久保（1984），伊藤（1990）らは日本の幼児がどのように日本語を取得

するかを記録してきた。高橋（1975：198）は音韻発達に関して，3歳児では，「足」を「アチ」と置き

換える音声置換がよく観察される現象であることを報告している。岡崎・南（2011）はこのような音

韻置換などの特徴がどのようにマンガに取り入れられているか調査し，「し」から「ち」への置換が，

調査対象の手塚治虫作品においてすべての音声置換の中で最も頻繁にみられると述べている（205）。

同様に，ブログにおいても，子音置換による＜幼児語＞がシニア女性のブログで見出され，ブロガー

の犬が人間の声を持つように描写されている。この例では，「し」が「ち」（例⑷では下線と太字）に

置き換えられ，典型的な＜幼児語＞を示している。

⑷ わたち，マックンのお姉ちゃんのやぐちゃんよ～♪

ママやマックンに守られて⚑⚓才になりまちたぁ～♪

空さんｱﾘï´･ω･）（´_ _)ｶﾞﾄ♪。やぐうれちいな～♪

この音声置換以外にも，助詞の省略もみられる。さらに，このブログのタイトルページでは，ブロガ

ーが犬の声を使って犬に自己紹介をさせている。

⑸ 僕マックン！！

僕も時々おしゃべりするよ～

よろしくね～。

…

シニアのおかーたんの子供になったんだ＼ï^o^)／

おかーたんに，たくさん元気あげるんだ！！

たくさん幸せあげるんだ！！

例⑷と⑸では，やぐちゃんとマックンがともにブロガーの犬であり，ブロガーはマックンをストーリ

ーテラーとしても主人公としても提示している。同時にこの両者は，ブロガーの子供としても提示さ

れている。標準的な「おかあさん」ではなく，マックンには＜幼児語＞として舌足らずの印象を与え

る「おかーたん」と言わせているからである。ここでの微視的コミュニケーションでは，ブロガーは，

ここでは言及されるだけでセリフはないが，二匹ではなく二人の「子どもたち」の母親である。巨視

的コミュニケーションでは，登場人物が＜幼児語＞である犬の声を使うことで読者にコミュニケーシ
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ョンを行っているが，その声を言わせているのはブロガーである。母親としてのキャラクターとブロ

グの作成者としてキャラクターを操作しているが，＜幼児語＞の使用は単に母子関係だけを伝えたい

ため以上の意味を持つ可能性が高い。

これを見るために，このブログの中の＜幼児語＞の特徴は，歯茎摩擦音「し」に代わる歯茎破裂音

「ち」の使用であることに注目する。⚓歳までの幼児では，日本語音韻体系を完全に習得していない

場合があり，この置換は，発音が難しい音を避けるための戦略としてかなり一般的である （伊藤

1990：19-20）。したがって，年上の話者なら「し」が期待されるところに「ち」を使うことは，子供

のような，未熟で無邪気な印象を与えることができる。このことは，日本文化における「かわいい」

という概念に深く関わっている可能性があり，ブロガーのこの＜幼児語＞の使用は，自分の犬を「か

わいい」と表現したいという願望によって動機づけられていると考えるのが自然である。

日本の「かわいい」という概念と現象は，Kinsella（1995），四方田（2006）をはじめとして多数の

内外の研究者により調査され，Kinsella（1995）は“Kawaii or ‘cute’ essentially means childlike; it

celebrates sweet, adorable, innocent, pure, simple, genuine, gentle, vulnerable, weak, and

inexperienced social behavior and physical appearance（220）.”と述べている。ブロガーは，

＜幼児語＞を活用して，自分の犬を「かわいい」幼い子供として特徴づけている。ブロガーと犬とを

母子関係に置くことで，犬は愛情のターゲットと見なすことができ，「かわいい」というイメージも更

に強められる。このことは彼女のブログページにアップロードされた写真からも見て取れる。写真に

は，「かわいい」カラフルな服とリボンに飾られた犬の写真がある。

VI. 2．＜奥様ことば＞

次の例もシニア女性からである。

⑹ わたくしファンファン村の愛猫のミーミでございます。

つい十日ばかり前に三度めのお産をしたばかりでございまして

本当はもっと美人なのざますけど毎日の授乳に追われてこんなに首が長～く伸びてしまいまして。

中略

お終いは露天風呂から見た海ざます。

これからは眼下に真っ青な海が広がるざます。

快晴の日は佐田岬の風力発電機が⚒⚐本きっちり見えるざます。

まあ，田舎ですがのどかなファンファン村でざますが今後とも宜しくざます。

本日は愛猫のミーミがご案内させていただきました

例⑹で特徴的なのは，「ざます」の多用である。マンガ『ドラえもん』主人公の友人スネオの母が用い

ることで流布し，裕福な「奥様」のイメージを喚起している。一行目と最終行だけなら役割語として

の特徴は「わたくし」以外にはほぼみられないが，「ざます」多用から来る滑稽さも同時に窺える。ブ
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ロガーが動物に語らせている点では例⑷，⑸と同様であるが，スネオの母のキャラクターから，ブロ

グの読み手におかしさも味わってもらいたい，という意図もあるのではないかと推測される。

Ⅵ. 3．＜老人語＞と＜軍隊語＞

次の例では，シニア男性によるブログで，ブロガーと友人が，中国・日本間で紛争のある尖閣諸島

を守るためのボランティアに参加すると約束したが，友人がとりやめ，自分も自信を失いつつある，

という状況で，このブロガーは天国の神との想像上の会話を描いている。

⑺ 歳を取ると妙な夢ばかり・・・天国に近付いているのかも知れぬ。

「おいこらっ貴様よぼよぼしとるが年はなんぼじゃ？」

「はっはい，ナナジュウニでありますっ

例⑺には，＜老人語＞ï金水 2011：11)と＜軍隊語＞ï衣畑・楊2007)の⚒種類がみられる。＜老人語＞

では，「ない」の代わりに「ぬ」，「ている」の代わりに「とる」，「だ」に代わり「じゃ」が使われてい

る。夢の中の会話の中で「貴様」と「であります」を使用することは，軍隊で上官 （神）が下級兵士

に話しかけている様を読者に思い出させる。衣畑・楊（2007：186-190）は，＜軍隊語＞では，下位者

は自身のことを語るのに「自分」を使用し，文を「であります」で終わらせるのが典型的であると述

べている。「自分」は⑺には出現しないが，⚒人称の「貴様」が使われて含まれており，この例は，優

位な位置にいる上級軍人，つまり神と下級兵士，つまりブロガーとの会話を＜軍隊語＞で示している。

ブロガーと登場人物がどのような役割を果たしているか，に関しては，ブロガーは読者に対してこ

の会話の作成者・提示者であり，役割語を用いて⚒人のキャラクターを操作する。 ⚒人のキャラクタ

ーのうちの⚑人は，老齢のために紛争下にある島を守るのが難しいと感じる老人であり，もう⚑人は

権威のある上司として描かれている神である。ブロガーが＜老人語＞と＜軍隊語＞を使用することで，

役割語を使用しない場合よりも，読者にとって魅力的で興味深いブログとなっていると言える。さら

に，⑺の例では，上司の命令に従うかのように，神に応答しているキャラクターの声が聞こえ，喜劇

的な効果ももたらしている。「ナナジュウニでありますっ」を述語なしの「ナナジュウニ」とすること

や，「でありますっ」の代わりに，「だ」や丁寧体の「です」を使用することは，上下関係を失わせる

ことになる。＜軍隊語＞の機能により，ブロガーは会話を作成し，⚒人のキャラクターを鮮やか，読

者を楽しませる方法で提示できる。

ブロガーによる登場人物の提示だけでなく，ブロガーの年代にも注意が必要である。これは，「よぼ

よぼ」と「歳をとる」という表現が，高齢による「身体の衰え」（Lin et al. 2004）に由来する「マイナ

ス年齢アイデンティティ」を強調していることを示唆している。しかし，＜軍隊語＞の使用は，上で

指摘したようなコミカルな関係のために，ブロガーにとって否定的な高齢アイデンティティーを肯定

的に受け止める手段と考えることもできる。つまり，ブロガーは状況を嘆かず，かえって戯画的にユ

ーモラスな様式で高齢というものを受け止めている。このように，役割語の使用がブロガーの否定的・
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肯定的な年齢アイデンティティの管理と関わることが分かる。高齢化がますます重要な社会全体の問

題になっている時，高齢者がどのように高齢を経験し，老人であることや，老化することに，どのよ

うに対処するかをブログから観察すると，以前はあまり注目されなかった高齢者の行動や生活の一端

が明らかになると思われる。

Ⅵ. 4．＜男ことば＞

次の例は若手男性のグループからである。

⑻ 仮予約？そんな甘っちょろいもんじゃねえ！！

おいおい。これはグレートにヘビーな状況だぜ。

ヘビーすぎるぞ！！

このブロガーは荒木飛呂彦作のコミック『ジョジョの奇妙な冒険』の大ファンで，雑誌の特集号を入

手したいと思っている。ところが発売開始日ではなく予約受付開始日が分かり，仮予約のために，列

に並んで待たなければならないかも知れない，という彼にとって深刻な状況がある。ここでは，「じゃ

ない」に代わって，「じゃねえ」，終助詞「ぜ」，「ぞ」が用いられている。これらは典型的な若い＜男

ことば＞である。しかし，この同じブロガーは ⑼のようにも書いている。

⑼ 早急にスーツを買い換える必要がある。僕はそう決心しました。

～～⚑年後～～

俺「はッ！そういえばスーツが一着破れていたぜ！！早急に買い換えねば。」

⚑年も忘れていました。

⑼で興味深いのは，このブロガーは，巨視的，微視的コミュニケーションを区別して状況を述べてい

る点である。「私」よりフォーマリティに欠けるが謙虚な響きの「僕」と丁寧な「ました」を使用して，

この書き手は自分の決心を読者にやや改まって伝えている。これは書き手と読者との間の巨視的コミ

ュニケーションである。ところが，後半「俺」と「ぜ」で書き手，としてというより，ブログ内の一

人物として，インフォーマルに思い出した内容を吐露している。独り言といえるかも知れないが，自

分との会話でこれは微視的コミュニケーショが記されており，最後の行でまた，このブロガーが読者

に説明するナレーターの役割を果たしている。同じ＜男ことば＞でも，「僕」と「俺」とでは，思い浮

かべる人物像が異なり，これは同一人物でも，場面に応じて使用言語を変えるのに似て，ブログにお

ける役割が，登場人物か，ナレーターかを，異なる語彙の＜男ことば＞で区別して描くことに成功し

ている。
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Ⅵ. 5．＜お嬢様ことば＞

最後の例は，若年女性のブログからで，スウェーデンに婚約者がいて，結婚前に荷物を発送するとき

の状況を描いている。

⑽ 無事届きますように！

それにしても，こんなにたくさん送ったらErikびっくりしちゃうかしら。ま，バラバラに届くは

ずだから，大丈夫よね！

太字，下線の「かしら」及び「よね」が典型的に女性，どちらかというと，育ちの良い若い女性を思

い起こさせる。自問自答であるが，この例では，書き手とブログ内登場人物が限りなく近く，ブログ

内で祈り，自分に問いかけ，自分で答えも出している登場人物がいる。巨視的コミュニケーションで

は，ブログ内人物を通して，読者へメッセージを伝えている。

Ⅶ．考 察

これまでの観察に基づいて，このセクションでは以下を考察する。⑴読者によるブロガーと登場人

物の解釈に役割語がどのように関係しているか，⑵ブロガーがブログ内外の人物を役割語を用いて描

写，提示する際，文字種の選択がどのように影響するのか，⑶多様なブログの書き手，特にシニア年

代の書き手によるブログ研究にはどのような社会文化的意義がありうるのか。

⚑．役割語と，読者によるブロガーと登場人物の解釈との関係

ブログは，人々が実際に何を言い，何をしているのかに関する記録ではなく，むしろ，書き手が言

ったり書いたりするであろう事柄を反映したテキストといえる。洗練された文章作成能力が必ずしも

十分でない場合でも，容易に人物のステレオタイプ化を可能にする役割語の助けを借りて，ブロガー

は効果的かつ効率的に読者に自分自身やブログ内登場人物を提示することができることから，読者は

共通理解のある人物像を思い描くことが可能となる。この「人物」というとき，ブログ内の登場人物

は当然のこと，ブログを提示するブロガー自身の人物についても言えることも銘記したい。というの

は，分析例のうち，たとえば＜老人語＞と＜軍隊語＞を駆使して書かれたブログから，この書き手は

「面白い人」あるいは「面白いことを書く人」との解釈が読み手に生まれることもありうる。この意

味では，この書き手は読み手を楽しませる文才のある書き手ともいえることにもなる。ブログの書き

手はプロの作家ではない，との （必ずしも正しくない）先入観を持つ読者もいそうであるが，ブログ

と小説の違いとしては，書き手の提示方法のほか，読み手が「ブログ」として，あるいは「小説」と

して受け止めるか，にも依存する部分もあると考えられる。

役割語は読み手にパフォーマンスのショーを見せるツール，ともいえるだろう。描かれている登場

人物は世間で流通している特徴ある人物の「言葉」と「声」を得て自分の声として作品内で読者に提

供される。「他人の声」を「自分の声」として示すことは，Bakhtin（1981）の言うスタイライゼイショ
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ンにほかならず，役割語をこの立場から検討する事ができる（Nishimura 2017）。

⚒．役割語と文字種との関わり

他言語には見られない日本語の書記体系におけるマルチスクリプトシステムは，書き手にある程度

の自由度を与える。犬が自分の子どもとして提示されているブログでは，「僕」という漢字がブロガー

によって使われている。この漢字の選択は，主人公を読者に紹介するというフォーマルな状況から来

ていると思われる。この場合，ひらがなの「ぼく」も，ひらがなは「こども」を連想させるので，利

用しうる選択肢といえる。しかし，＜軍隊語＞の例では，二人称代名詞である「貴様」をひらがなに

置き換えることは不可能であろう。読者は「きさま」において，ひらがなを使用する理由が見いだせ

ない。万一ひらがなが使われたとすると，読者はひらがなから漢字への変換をスキップ，あるいは書

き手の漢字の知識が問われるかもしれない。カタカナの使用は何らかの特別な強調目的⑷があるので

あれば不可能ではないが，あまり起こりそうではない。

社会言語学では，話し言葉に焦点が当てられており，このことは書き言葉を脇に追いやっていると

Coulmas（2013：1）は述べている。この観点からは，文字種の選択は，少なくとも日本語では重要で

ある。インターネット時代においては，書くことはこれまで以上に社会生活上はるかに大きな役割を

果たすようになっており，より系統だって注意を払うべきである。役割語研究でこれまでは，それほ

ど扱われたり検討されたりしてこなかった文字種選択だが，ステレオタイプ的連想を伝える機能があ

るため，役割語の一面に取り入れられると，役割語研究の幅を広げることにもなる。語彙と文字種に

選択肢がある場合，語彙と並んで文字種は書き手が提示し，読者がブログの登場人物や作家を解釈す

るための言語資源なのである。

⚓．ブログの研究の社会・文化的意義

＜幼児語＞の現象をみたが，この使用は，「かわいい」ということに対する社会文化的イデオロギー

の反映とみることができる。また，高齢アイデンティティに関する夢の中の会話で，「体力の衰え」と

いうブロガーの否定的高齢アイデンティティが＜軍隊語＞により肯定的でユーモラスな解釈を可能に

する。Coupland（2004：84-85）は，“the negotiation of one’s identity as an older person subsumes the

self-appraisal of one’s own worth as the ‘ time-traveling’ person ... identity in ageing ultimately

connects to morale and well-being,”（高齢者としてのアイデンティティを切り抜けてゆくには「時を

旅してきた」ものとしての自分自身の価値の自己評価を含めることになり，… 高齢者におけるアイデ

ンティティは，最終的には高齢者の意気と幸福につながるものである。【著者訳】）と述べている。シ

ニアブログの分析は，そのような説明を行う試みの一歩である。役割語の有無にかかわらず，シニア

ブログのテキストには，高齢者の声が表される。その声を聴き高齢者に関する問題を把握することは，

高齢化の進む今日，社会言語学のとるべき重要な方向である。
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Ⅷ．おわりに

この研究は，これまで行われてこなかった，日本の高齢世代に焦点を当てたブログを分析すること

で，高齢世代の言語行動の一端を明らかにした。特に日本語には豊富な一人称代名詞があり，文字種

にも自由度があるため，ブロガーは自分自身や登場人物を語るのに最適な形式を用いる選択肢がある。

調査の結果，一人称代名詞，文末形，文字種の選択のうち一人称代名詞に関してシニアブロガーは，

ジュニアユーザーよりも多くの種類の一人称代名詞を使用していることが判明した。性差に関しては，

ブロガーの一人称代名詞の使用は，一般的に日本のジェンダーステレオタイプを反映したものである

ことが分かった。さらに筆者は役割語研究に書き言葉における文字種の選択も含めるよう拡張するこ

とを提案している。

高齢世代のブログにおける役割語の使用例を若年世代の役割語使用と比較して，役割語がソーシャ

ルメディア実践において，多様なブロガーのアイデンティティ構築と解釈を可能にする言語資源とな

っていることが判明した。今回はコーパスによる俯瞰的分析には文末表現は含めなかったが，今後は

詳細なブログテキスト分析とコーパス分析をあわせて行うことで，高齢世代の言語行動を若者世代と

の対比でより深く解明することが可能となるであろう。
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注

⑴ 金水敏（編）（2014：ⅷ-） にならい，本稿でも役割語には＜男ことば＞のように＜＞を用いる。その下
位区分は重複を避けると概略以下である。
「性差」：＜男ことば＞＜書生語＞＜少年語＞＜女ことば＞＜お嬢様ことば＞＜奥様ことば＞
「年齢・世代」：＜老人語＞＜おばあさん語＞＜幼児語＞＜お姫様ことば＞
「職業・階層」：＜博士語＞＜上司語＞＜やくざことば＞＜ヤンキー語＞＜軍隊語＞＜遊女ことば＞
「地域」：＜田舎ことば＞＜大阪弁・関西弁＞＜京ことば＞＜片言＞＜ピジン＞＜アルヨことば＞など
「時代」：＜武士ことば＞＜忍者ことば＞＜公家ことば＞＜町人ことば＞
「人間以外」：＜宇宙人語＞＜ロボット語＞＜動物語＞＜神様語＞＜幽霊ことば＞

⑵ 日本ブログ村村長の回答によると，利用者の年代別構成割合は，2009年5月時点で50歳代以上が12%程
度のところ，2015年5月では34%程度に上昇している。

⑶ 柴田・山田（編）（2002：1480）は一人称語彙として，「私（わたし）」を男女ともに用いる最も一般的な語
彙として記載し，それ以外に以下の34種類挙げている。1）私（わたくし），2）あたし，3）あたくし，4）あ
たい，5）わし，6）我が輩，7）僕，8）俺，9）おいら，10）あっし，11）こちとら，12）自分，13）手前，
14）小生，15）其（それがし），16）拙者，17）おら，18）私達（わたしたち），19）私達（わたくしたち），
20）私等（わたしら），21）我我，22）我等，23）俺達，24）私共（わたくしども），25）手前共，26）自分，
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27）自身，29）自分自身，29）御自分，30）己，31）自己，32）我，33）我が身，34）自ら。
⑷ Stanlaw （2002: 549）は，カタカナは英語文章におけるイタリック体に相当する，一種の強調的機能を

持つと述べている。
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